
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０
万
平
方
キ
ロ
の
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）

を
も
つ
。
将
来
、
移
植
し
た
サ
ン
ゴ
が
増
え
れ
ば
、

島
の
水
没
を
防
ぐ
効
果
が
あ
る
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。
近
年
、
世
界
各
地
の
海
で
サ
ン
ゴ
が
衰
弱
す

る
白
化
現
象
が
多
発
し
て
お
り
、
サ
ン
ゴ
礁
再
生

の
取
り
組
み
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
。  

沖
ノ
鳥
島
で
採
っ
た
サ
ン
ゴ
約
２
０
株
が
、
昨

年
６
〜
８
月
に
慶
良
間
諸
島
・
阿
嘉
島
に
あ
る
サ

ン
ゴ
種
苗
生
産
セ
ン
タ
ー
の
水
槽
で
産
卵
し
た
。

稚
サ
ン
ゴ
は
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
の
板
の
上
で
平
均

直
径
１
．
５
セ
ン
チ
ほ
ど
に
成
長
し
て
い
る
。
順

調
に
い
け
ば
、
移
植
後
２
年
で
直
径
１
５
セ
ン
チ

ほ
ど
に
育
つ
見
込
み
だ
。 

 
 

（
山
本
智
之
） 

【
平
成
２
０
年
４
月
２
２
日 

朝
日
新
聞
】

 

 

２
月
号
で
紹
介
し
た
沖
ノ
鳥
島
へ
の
サ
ン
ゴ
の

移
植
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。 

    

水
没
が
心
配
さ
れ
る
沖
ノ
鳥
島
（
東
京
都
小
笠

原
村
）
に
移
植
す
る
た
め
、
５
万
５
千
株
の
稚
サ

ン
ゴ
が
４
月
２
２
日
、
１
千
キ
ロ
近
く
離
れ
た
沖

縄
県
・
慶
良
間
諸
島
か
ら
帰
郷
の
船
旅
に
出
る
。

稚
サ
ン
ゴ
は
、
沖
ノ
鳥
島
産
の
親
サ
ン
ゴ
が
産
ん

だ
卵
を
育
て
た
も
の
で
、
作
業
ダ
イ
バ
ー
が
５
月

上
旬
ま
で
に
現
地
の
海
底
に
移
植
す
る
。 

沖
ノ
鳥
島
は
、
日
本
の
国
土
面
積
を
上
回
る
約
４ 
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沖沖
ノノ
鳥鳥
島島
守守
るる  

稚稚
ササ
ンン
ゴゴ  

５５
万万
５５
千千
株株
移移
植植  

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
聖
火
リ
レ
ー
な
ど
、
何
か
と

話
題
の
中
国
で
す
が
、
飲
み
水
に
関
す
る
ニ
ュ
ー

ス
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。 

   

 

中
国
貴
州
省
貴
陽
市
の
大
学
生
ら
が
Ａ
型
肝
炎

に
集
団
感
染
し
た
問
題
で
、
中
国
衛
生
省
は
１
８

日
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー

タ
ー
が
（
ウ
イ
ル
ス
に
）
汚
染
さ
れ
て
い
た
の
が

原
因
だ
っ
た
」
と
の
調
査
結
果
を
発
表
し
、
全
国

各
地
の
衛
生
当
局
に
対
し
ボ
ト
ル
入
り
飲
料
水
メ

ー
カ
ー
へ
の
緊
急
検
査
を
行
う
よ
う
指
示
し
た
。 

  

衛
生
省
は
「
２
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
の
間
に

水
源
の
水
が
著
し
く
汚
染
さ
れ
、
生
産
過
程
で
の

消
毒
も
不
十
分
だ
っ
た
」
と
指
摘
。
す
で
に
問
題

の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
の
飲
用
、
販
売
の
即
時

停
止
と
回
収
を
命
じ
る
緊
急
通
達
を
出
し
た
と
い

う
。 

  

貴
州
省
の
地
元
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、

感
染
は
大
学
だ
け
で
な
く
小
中
学
校
や
工
場
に
も

拡
大
。
今
月
１
４
日
ま
で
に
大
学
生
を
中
心
に
計

２
４
６
人
が
Ａ
型
肝
炎
と
診
断
さ
れ
た
が
、
新
た

な
感
染
者
は
減
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
。 

【
４
月
１
８
日
共
同
通
信
社
】 

【
関
連
情
報
】 

貴
州
都
市
報
に
よ
る
と
、
同
省
衛
生
庁
は
、
ウ

オ
ー
タ
・
サ
ー
バ
ー
の
ミ
ネ
ラ
ル
・
ウ
オ
ー
タ
ー

が
原
因
で
貴
陽
学
院
で
Ａ
型
肝
炎
の
集
団
感
染
が

発
生
し
た
と
発
表
し
た
。 

問
題
を
起
こ
し
た
の
は
「
竹
園
」
ブ
ラ
ン
ド
の

ミ
ネ
ラ
ル
・
ウ
オ
ー
タ
ー
で
、
政
府
関
連
部
門
に

よ
り
生
産
停
止
を
命
じ
ら
れ
た
と
い
う
。 

写
真
／
水
産
庁
か
ら
「
移
植
作
戦
」
を
委
託
さ
れ
た
社
団
法
人
「
水
産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
」
は
サ
ン
ゴ
種
苗
生
産

セ
ン
タ
ー
の
水
槽
内
で
、
沖
ノ
鳥
島
で
採
取
し
た
親
サ
ン
ゴ
の
産
卵
、
飼
育
に
成
功
し
た
。 

４
月
１
４
日
１
２
時
０
３
分
、
沖
縄
県
阿
嘉
（
あ
か
）
島
（
撮
影
者
・
古
厩
正
樹
）
産
経
新
聞

中中
国国
のの
ＡＡ
型型
肝肝
炎炎
集集
団団
感感
染染  

ウウ
ォォ
ーー
タタ
ーー
・・ササ
ーー
ババ
ーー
がが
原原
因因  



                     

わ
た
し
た
ち
は
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
た
く
さ
ん

の
水
を
使
い
ま
す
。
料
理
、
飲
用
、
洗
た
く
、
食
器
洗
い
、

お
風
呂
、
ト
イ
レ
、
洗
車
、
花
木
の
散
水
な
ど
、
水
を
使

わ
な
い
生
活
は
、
ま
ず
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
、

使
用
後
の
水
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。 

  

家
庭
か
ら
の
排
水
は
、
下
水
道
を
通
っ
て
流
れ
て
い
き

ま
す
。
マ
ン
ホ
ー
ル
の
フ
タ
を
見
る
と
合
流
・
汚
水
・
雨

水
な
ど
の
種
別
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

合
流
式
下
水
道
で
は
雨
水
と
汚
水
を
１
つ
の
管
で
流
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
全
部
の
水
が
下
水
処
理
場
で
処
理

さ
れ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
計
画
汚
水
量
の
３
倍
程
度

を
越
え
る
分
に
つ
い
て
は
、
途
中
に
あ
る
ポ
ン
プ
所
や
雨

水
吐
室
に
お
い
て
何
も
処
理
さ
れ
ず
に
そ
の
ま
ま
河
川
へ

                  

放
流
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
古
く
か
ら
下
水
設
備
の

あ
る
と
こ
ろ
で
は
こ
の
方
式
が
多
く
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

汚
水
管
と
雨
水
管
を
分
け
て
い
る
の
は
分
流
式
下
水
道

と
言
い
ま
す
。
雨
水
は
そ
の
ま
ま
川
に
放
流
さ
れ
た
り
、

地
下
に
浸
透
さ
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。
汚
水
は
下
水
処
理

場
で
、
上
の
イ
ラ
ス
ト
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

よ
く
見
る
と
汚
水
管
の
フ
タ
は
穴
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
に
お
い
漏
れ
や
雨
水
が
入
ら
な
い
た
め
の
工
夫
で
す
。

一
方
、
雨
水
管
の
フ
タ
は
穴
が
開
い
て
い
ま
す
。
こ
の
穴

は
雨
水
が
流
れ
込
む
た
め
に
必
要
な
の
で
す
が
、
短
時
間

に
大
量
の
水
が
流
れ
込
ん
だ
と
き
に
、
フ
タ
が
空
気
圧
で

持
ち
上
が
る
「
エ
ア
ー
ハ
ン
マ
ー
現
象
」
が
お
こ
る
の
を

防
い
で
く
れ
ま
す
。 

 

平
成
１
８
年
３
月
現
在
、
下
水
道
普
及
率
は
総
人
口
の

約
６
９
．
３
％
で
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水の話 ＶＯＬ １０ 

今回は水の浄化について紹介します。 

水水
のの
浄浄
化化  

  
  
  

下下
水水
道道  

①沈砂池  ／ゴミ・小石・砂を沈ませて取り除きます。 

②最初沈殿池／①より小さな汚れを沈殿させて取り除きます。

③反応タンク／活性汚泥（好気性の微生物を含んだ泥）を加

え，空気を送り込みながら微生物のはたらき

で、浄化します。 

④最終沈殿池／③の活性汚泥をきれいな上澄みと汚泥に分離

させ、沈んだ汚泥は一部を反応タンクへもど

し（返送汚泥），残りは汚泥濃縮槽⑦へ送りま

す。 

⑤急速ろ過池／④の上澄みから目に見えない小さなゴミを取

り除きます。 

⑥塩素混和池／塩素を加えて大腸菌などの細菌を殺菌して放

流します。 

⑦汚泥濃縮槽／②と④で発生した汚泥の水分を減らして体積

を小さくします。 

⑧遠心濃縮機／余剰汚泥を遠心濃縮機にかけ，水分を減らし

ます。 

⑨汚泥消化槽／加熱・撹拌し，有機物を嫌気性の微生物のは

たらで分解します。細菌やウィルスも，発生

する熱によって滅菌されます。 

⑩脱水機   ／遠心脱水機にかけて脱水された汚泥の大部

分は焼却処理され，建設資材などの副原料

として利用されます。一部はたい肥化され

て有効利用されています。 

⑪ガスホルダー／汚泥消化槽で発生したメタンガスを貯めて

おきます。ガスは，焼却炉などの燃料とし

て再利用されます。 

下水処理のしくみ 

雨水用マンホールのフタ 

所沢市

汚水用マンホールのフタ

白川郷 

① ② ③ ④ ⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧

⑨ 

⑩ 

⑪ 

稚内市



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

「
月
山
」
（
標
高
１
９
８
４
ｍ
）
の
山
麓
に
は
多
く
の

湧
水
と
沼
が
分
布
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
湧
水
群
は
、
「
月
山
」
の
万
年
雪
と
呼
ば
れ
る
、

年
間
を
通
し
て
消
え
な
い
雪
が
地
中
に
解
け
出
し
て
う
ま

れ
ま
す
。 

 

地
中
に
浸
み
込
ん
だ
水
は
、
天
然
の
ダ
ム
「
ブ
ナ
」
の

原
生
林
な
ど
豊
富
な
自
然
に
蓄
え
ら
れ
な
が
ら
、
４
０
０

年
と
も
い
わ
れ
る
年
月
を
か
け
て
、
地
表
に
湧
き
出
し
て

い
ま
す
。 

 【
地
元
の
取
り
組
み
】 

霊
峰
「
月
山
」
は
参
拝
者 

も
絶
え
ず
訪
れ
て
い
ま
す
が
、 

月
山
美
化
指
導
員
を
配
置
し
、 

周
辺
の
環
境
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。 

   

昔
か
ら
き
れ
い
な
井
戸
水
、
ど
ん
こ
水
（
ど
っ
こ
水
）

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ど
ん
こ
の
由
来
は
、
む
か
し
井
戸
を
掘
っ
た
と
き
の
掛

け
声
が
「
ど
っ
こ
い
し
ょ
」
「
ど
ん
こ
い
し
ょ
」
と
な
ま

っ
た
も
の
、
ま
た
は
仏
具
の
「
独
鈷
（
ど
っ
こ
）
」
に
似

た
井
戸
掘
り
道
具
を
使
っ
て
湧
き
出
し
た
水
で
あ
る
こ
と

か
ら
「
ど
っ
こ
水
」
に
な
っ
た
、
と
言
う
説
も
あ
り
ま
す
。

 

小
見
川
に
は
清
流
に
し
か
い
な
い
と
い
わ
れ
る
、
巣
を

つ
く
る
魚
「
イ
バ
ラ
ト
ミ
ヨ
」
が
生
息
し
て
い
ま
す
。 

 【
地
元
の
取
り
組
み
】 

「
大
富
イ
バ
ラ
ト
ミ
ヨ
を
守
る
会
」 

に
よ
る
定
期
的
な
清
掃
活
動
や 

生
息
調
査
な
ど
積
極
的
な 

保
全
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

 

   

な
か
で
も
、
龍
ヶ
沢
湧
水
は
代
表
的
な
湧
水
で
、
猫
魔

山
系
の
火
山
活
動
に
よ
っ
て
出
来
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

巨
石
の
間
か
ら
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
る
湧
水
は
、
旱
魃

（
か
ん
ば
つ
）
に
際
し
て
も
決
し
て
枯
れ
る
こ
と
が
な
い

と
い
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
会
津
藩
の
命
に
よ
り
、
大
規

模
な
雨
乞
い
の
儀
式
が
行
わ
れ
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
龍
ヶ
沢
で
の
雨
乞
い
は

龍
の
お
と
し
子
と
五
穀
を
あ
げ
、
僧
侶
が
読
経
を
お
こ
な

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

【
地
元
の
取
り
組
み
】 

 

こ
の
湧
水
は
、
磐
梯
山
慧
日
寺 

資
料
館
の
庭
園
に
引
水
さ
れ
て
い 

ま
す
。
普
段
か
ら
地
元
利
用
者
に 

よ
る
、
川
ざ
ら
い
や
下
草
刈
り
が 

お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。 

小
見
川

お

み

が

わ 

山
形
県
／
東
根
市 

羽
入

は
に
ゅ
う  

磐
梯

ば
ん
だ
い

西
山
麓

に
し
さ
ん
ろ
く

湧
水
群

ゆ
う
す
い
ぐ
ん 

福
島
県
／
耶
麻
郡

や

ま

ぐ

ん 

磐
梯
町

ば
ん
だ
い
ま
ち 

名水百選

 ０１４ 

月
山

が
っ
さ
ん

山
麓

さ
ん
ろ
く

湧
水
群

ゆ
う
す
い
ぐ
ん 

山
形
県
／
西
村
山
郡 

西
川
町 

名水百選

 ０１２ 

名水百選

 ０１３ 

■交通／JR磐梯西線「磐梯町駅」下車⇒徒歩60

分 

■車 

／国道 49 号線八田野地区⇒県道会津若松裏磐梯

線で磐梯町役場⇒徒歩30分  

／磐越自動車道磐梯河東 IC下車＝（5分）⇒磐梯

山慧日寺資料館⇒徒歩20分 

■交通 

／JR 奥羽本線・山形駅、山形交通、庄内交通バ

ス・月山口下車（約1時間半）、徒歩30分 

■交通／山形空港からタクシーで5分  

／JR奥羽本線「さくらんぼ東根駅」下車 

⇒タクシー15分 

■車／東北中央自動車道東根 IC⇒1分 

※
「
名
水
百
選
」
は
選
定
か
ら
２
３
年
以
上
を
経
過
し
て
い
る
た
め
、
周
辺
の
状
況
が
変
化
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
飲
用
に
適
す
る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
６
月
に
「
新
名
水
百
選
」
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

え
に
ち
じ 



  
中
国
産
冷
凍
食
品
の
毒
物
混
入
事
件
を
期
に
消
費
者
の

購
買
意
識
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

 

以
前
は
値
段
を
優
先
的
に
考
え
て
購
入
し
て
い
た
人
が
、

最
近
は
産
地
や
表
示
を
確
認
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

ス
ー
パ
ー
の
冷
凍
食
品
の
棚
に
は
、
日
本
国
内
で
製
造

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
表
示
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は

産
地
で
の
品
質
管
理
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。 

 

少
し
く
ら
い
の
値
段
の
違
い
な
ら
安
全
な
も
の
を
選
択

し
、
逆
に
値
段
の
安
す
ぎ
る
も
の
に
は
「
？
」
と
、
注
意

す
る
人
が
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

        

今
回
問
題
に
な
っ
た
有
機
リ
ン
系
の
殺
虫
剤
「
メ
タ
ミ

ド
ホ
ス
」
は
日
本
で
は
販
売
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
「
ジ

ク
ロ
ル
ボ
ス
」
は
国
内
で
も
販
売
さ
れ
て
、
家
庭
用
の
殺

虫
剤
で
使
用
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 

も
ち
ろ
ん
農
薬
を
使
用
し
て
い
る
国
は
中
国
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
の
国
で
も
、
そ
し
て
日
本
で
も
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
農
薬
が
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
、
ど
の
く
ら

い
の
量
、
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
、
農
薬
に
つ
い
て

の
お
話
を
次
号
か
ら
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

私
た
ち
の
食
卓
に
欠
か
せ
な
い
野
菜
や
穀
物
で
す
が
、

そ
の
多
く
は
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。 

 

２
０
０
６
年
の
食
料
自
給
率
を
調
べ
る
と
、
大
豆
は

５
％
、
小
麦
は
１
３
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
お
も
な
品
目

別
の
自
給
率
（
２
０
０
３
年
）
を
表
に
し
て
み
ま
し
た
。

ここ
んん
なな
にに
低低
いい
食食
料料
自自
給給
率率  
食
の
安
全 

農
薬
の
話   

Ｖ
Ｏ
Ｌ 

１

           主な品目別食料自給率  （2003年） 

品 目 名 自給率 品 目 名 自給率 品 目 名 自給率

砂糖 ３５％ えだまめ ４９％ イチゴ ８４％

黒砂糖 ２５％ アスパラガス ５１％ かき ９７％

ジャガイモ ６６％ かぼちゃ ６２％ キウイフルーツ ４３％

サツマイモ ９４％ ごぼう ６９％ グレープフルーツ ０％

ゴマ ０％ しょうが １５％ さくらんぼ ５０％

落花生 １３％ だいこん ９８％ なし ９８％

キャベツ ９７％ ほうれんそう ９７％ ぶどう ３８％

きゅうり ９３％ レタス ９９％ メロン ８７％

トマト ５５％ れんこん ８２％ もも ６７％

玉ねぎ ７８％ わらび ５％ りんご ６２％

ねぎ ９１％ たけのこ ８％ レモン ４％

にんじん ８０％ とうもろこし ５２％ 生しいたけ ７２％

ピーマン ８７％ とうがらし ７％ 乾燥しいたけ ３１％

ニンニク ３８％ しなちく ８％ まつたけ ０％

                 注）表の数値は２００３年農林水産省資料をもとに作成してあります。 

ほ
か
に
も
料
理
に
欠
か
せ
な
い
調
味
料
の
自
給
率
も
大
変

低
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
農
林
水
産
省
の
資
料
を
見
る
と

味
噌
３
５
％
、
し
ょ
う
ゆ
０
％
、
か
つ
お
だ
し
８
８
％
、
中

濃
ソ
ー
ス
３
９
％
、
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
５
３
％
、
マ
ヨ
ネ

ー
ズ
３
％
、
か
ら
し
０
％
、
カ
レ
ー
粉
０
％
で
す
。 

 
 

私
た
ち
の
食
卓
は
い
つ
の
ま
に
か
、
輸
入
食
材
な
し
で
は

成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
す
。 

100％天然素材の除菌＋鮮度保持剤！ 

１ｇ×３０包入り 

販売価格１,０２９円（税込み）

食材に付着した農薬や有害物質を除去します。

使い方は簡単、2リットルの浄水に 

１包を溶かした水溶液に浸けるだけで、

目には見えない“有害物質”が剥がれて

きます。 

しかも色の変化でわかるなんて

これはもうオドロキです。 
 
【農薬や汚染物質の除去】 

やさい・くだもの・お米 

精肉・お魚など 

【新鮮食材の鮮度保持】 

まとめて洗って、その 

まま貯蔵するだけ 

【天然素材で除菌・殺菌】 

食器・調理器具・ふきん 

タオル・お部屋など 

「安心やさい」


